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5-9 充塡回収業者が情報処理センターへ直接入力した伝票を 

管理者が修正する方法 
（管理者は１表の情報しか修正出来ません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 充塡回収業者がログインして、情報処理センターへ直接データを入力します。 

   左側の「申請書作成」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5-9 充塡回収業者が情報処理センターへ直接入力した伝票を管理者が修正する方法 

2 

 

２． 「申請書作成」ボタンを押すと下記のメッセージが表示されます。 

 

    情報処理センターへ直接充塡量・回収量を入力することはログブック形式での登録ではなく、 

   １件づつの点検整備記録になります。 

    また、機器管理番号ではなく伝票番号で登録しますので、伝票を探す時には伝票番号と 

   機器との関連を覚えておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． データを入力します。 次に、確認画面から内容を確認して、管理者へ承諾を求めます。 
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４． 確認画面から内容を確認して、管理者へ承諾依頼をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 下記のメッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンを押します。 

   なお、この時にポイントが消費されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 「ＯＫ」を押すと、充塡回収業者の一覧表に（承諾待ち）の登録がされます。 
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７. 承諾依頼された管理者はログインしてシステムを開きます。 

  登録した伝票は、情報処理センターへ直接登録した伝票です。 

  よって、左の緑の「登録一覧」をクリックして開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 管理者の登録一覧表に「承諾待ち」の伝票が表示されています。 

   この伝票の「閲覧」をクリックして開きます。 
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９． 情報処理センターへ直接登録された伝票が表示されます。 

   ここでは、１表のみ管理者が修正か可能です。  

   充塡回収業者が登録した２表の修正は出来ません。【管理者は整備をする知見を有していません】 

   2 表を修正するには充塡回収業者へ依頼して伝票を破棄し、再度作成し直します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０． 確認画面から内容を確認して登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１． 下記のメツセージが出ますので「ＯＫ」ボタンを押して登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正可能 
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１２． 管理者の一覧表（情報処理センターへ直接登録した一覧表）にデータが登録されました。 

 

 

 

 

 

 

  ★ 下は充塡回収業者の一覧表です。 修正する必要がある時は「破棄」のボタンを押して 

     修正します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３． この伝票を見ると機器の情報は、製造番号しかありません。 

    伝票番号と製造番号と機械を紐づけて記録する必要があります。 

    なお、事業所としての回収量、充填量は登録されていますので、算定漏えい量の集計には 

    問題ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


